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福井県坂井市三国町安島方言 

福井県方言区画図 

【福井県の方言区画】 福井県内の方言は最も大きく

分けて、北東部（嶺北地方）の嶺北方言と南西部（嶺

南地方）の嶺南方言に二分される。その方言境界は

南条郡南越前町と敦賀市の市町境にほぼ一致する。

東条操（1954）の方言区画によれば、嶺北方言は北

陸方言、嶺南方言は近畿方言に分類され、嶺南方言

の方がより近畿方言との共通性が強い。

さらに嶺北方言は福井平野を中心とした嶺北西

部方言と、嶺北東部方言に大きく分けられる。音韻

面での相違が大きく、西部は無型アクセントまたは

N 型アクセント（上野 1984）の分布域、東部の山間

地は多型アクセントの分布域にあたる。

【三国町安島方言について】 坂井市三国町安島（あん

とう）は、福井県の北部、日本海に突き出た安島岬

の先端にある人口約 850 人（2024 年時点）の漁村で

ある。北前船の寄港地として栄えた三国の市街地か

ら約 4km 北に位置し、安島でも近世以降多くの者が

海運業に従事した。近年は船員になる者も大型漁船

もなくなったが女子が行う海女漁は残り、わかめ、

さざえ等を産する海女の村としても知られる。

地形的にもまた社会的にも周辺の農村とは距離

があり、言語的にも周辺とは大きく異なる特徴が目

立つ。とはいえ言語体系の大部分は周辺の嶺北西部

方言あるいは石川県加賀方言と共通する。

細かな相違を挙げると枚挙に暇がないが、この方

言を「言語島」たらしめる主たる特徴を挙げる。

（1）安島固有のアクセント体系。語の長さにか

かわらず 3 種類の音調型が区別される「三型アクセ

ント」である（松倉・新田 2016）。隣接する 2 集落

（三国町崎、三国町梶）も三型だが表層の音調型は

安島と大きく異なる（松倉 2022）。安島、崎、梶の 3

集落の周辺には二型アクセントまたは無型アクセン

トが分布する（同上）。

（2）いわゆる「シラビーム方言」（柴田 1962）で

ある。まず第一にアクセント上の語の長さを数える

単位、音調を担う単位が音節である。また現状あく

までも聴覚印象に過ぎないが特殊モーラの「寸づま

り」な発音がよく聴かれる（周辺方言にもその傾向

がないではないが程度・頻度が明らかに異なる）。

（3）maffa「枕」、avva「あるわ」、ssoi「白い」、

todda「鳥が」、tappoɴ「薪」（＜takumoɴ）等の特異な

音変化が広範に生じている（新田 2011, 松倉・新田

2020）。これらの分節音の変化が周辺方言との相互理

解度を低下させている。

（4）生産的な敬語派生接辞がない。クンサル「く

ださる」といった敬語動詞が若干あるのみで、敬語

が不活発な方言と言える。例えばやや目上の人に対

する提案場面でもンダ ハコンダル「私が運んでやる」

のような敬語を含まない率直な表現が使われる。

（5）1 人称代名詞「ンダ」。周辺方言は「ウラ」

である。出現頻度が高い分、特に目立つ特徴である。

男女ともに用いる。

【表記について】 軟口蓋鼻音 [ŋ] はカ゚、キ゚、ク゚…と

表記する。語頭の「ッ」は語頭の長子音を表す（例：

ッソイ [ssoi]）。ッファは [ffa]、ッヴァは [vva] を

表す。鼻音の前の「ッ」は鼻的破裂音を表す（例：

ッナ [tnna]）。ケァ [ke̯a]、レァ [ɾe̯a] 等の表記は 1

音節にまとまる ea（二重母音 e̯a）を表す。

【調査概要】 本稿の記述は安島出身・在住の 1941 年

生女性話者、1942 年生女性話者への聞き取り調査に

基づく。
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福井県坂井市三国町安島方言の活用表 

《動詞》 

多段型 書く 食う 一段型 見る 来る する

終

止

類

断定非過去 カク クー

フー

ミル クル シル

断定過去 カイタ クタ

フタ

ミタ キタ シタ

命令 カケ ッフェ ミレ

ミ（ー）

コイ セ（ー）

禁止 カクナ クーナ

フーナ

ミンナ クンナ シンナ

意志・勧誘 カコ ッフォ ミロ コ（ー） ショ（ー）

シロ

推量 カッサロ

カッキャロ

クーヤロ

フーヤロ

ミッダロ クッダロ シッダロ

接

続

類

連体非過去 カク クー

フー

ミル クル シル

連体過去 カイタ クタ

フタ

ミタ キタ シタ

中止 カイテ クテ

フテ

ミテ キテ シテ

仮定 カイタラ

カケァ

カケ

クタラ

フタラ

ッフェァ

ッフェ

ミタラ

ミレァ

ミレ

キタラ

クレァ

クレ

シタラ

シレァ

シレ

派

生

類

否定 カカン ッファン ミン コン セン

丁寧 （欠） （欠） （欠） （欠） （欠）

使役 カカス ッファス ミラス コラス サス

受身 カカレル ッファレル ミラレル コラレル サレル

可能 カカレル ッファレル ミラレル コラレル 《デキル》

尊敬 （欠） （欠） （欠） （欠） （欠）

継続 カイトル クトル

フトル

ミトル キトル シトル

希望 カキタイ

カイタイ

クイタイ

フイタイ

ミタイ キタイ シタイ

のだ カクンジャ

カクンヤ

クーンジャ

フーンジャ

クーンヤ

フーンヤ

ミルンジャ

ミルンヤ

クルンジャ

クルンヤ

シルンジャ

シルンヤ
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多段型動詞の基幹音便形 

語幹末

子音
語例

活用形例

（過去形）
作り方

k
ŋ

s
t/c
b
m
r

w/ø

書く

嗅ぐ

出す

待つ

飛ぶ

飲む

切る

買う

kak･u
kaŋ･u

das･u
mac･u
tob･u
nom･u
kir･u
ka(w)･u

カイ-タ
カイ-ダ

ダシ-タ
マッ-タ
トン-ダ
ノン-ダ
キッ-タ
コー-タ

k を i にする。「行く」ik･u は k を Q（促音）にし「イッ-タ」。

ŋ を i にする。-タが-ダになる。「死ぬ」siŋ･u は ŋ を N（撥音）

にし「シン-ダ」。

基幹イ段形。いわゆるサ行イ音便はない。

t/c を Q（促音）にする。

b を N（撥音）にする。-タが-ダになる。

m を N（撥音）にする。-タが-ダになる。

r を Q（促音）にする。

w は ø（子音なし）に。w の前の母音が a の場合は o に変える。 
基幹が 1 拍の場合は長音化する。ただし「食う」ku(w)･u は長音

化せず「ク-タ」。

《形容詞》 

赤い 大きい 無い 酸っぱい

終

止

類

断定非過去 アカイ

アケー

イカイ

イケー

ネー

ナイ

スイ

断定過去 アカカッタ

△アケカッタ

イケカッタ

イカカッタ

ネカッタ

ナカッタ

ネーカッタ

スーカッタ

推量 アカイヤロ

アケーヤロ

イカイヤロ

イケーヤロ

ネーヤロ

ナイヤロ

スイヤロ

接

続

類

連体非過去 アカイ

アケー

イカイ

イケー

ネー

ナイ

スイ

連体過去 アカカッタ

△アケカッタ

イケカッタ

イカカッタ

ネカッタ

ナカッタ

ネーカッタ

スーカッタ

中止 アコテ

アカカッテ

イコテ

イカカッテ

ノーテ

ナカッテ

スーテ

スーカッテ

仮定 アカケレァ

アカカッタラ

イカケレァ

イカカッタラ

ネケレァ

ナケレァ

ナケネァ

ネケネァ

ナカッタラ

スーケレァ

スーカッタラ

派

生

類

否定 アコネー イコネー スーネー

なる アコナル イコナル ノーナル

ノナル

スーナル

副詞 アコ イコ スー

そうだ

（様態）

アカソ（ー）ヤ イケソ（ー）ヤ

イカソ（ー）ヤ

ナサソ（ー）ヤ スイソ（ー）ヤ

丁寧 （欠） （欠） （欠） （欠）

のだ アカインジャ

アケーンジャ

アカインヤ

アケーンヤ

イカインジャ

イケーンジャ

イカインヤ

イケーンヤ

ネーンジャ

ナインジャ

ネーンヤ

ナインヤ

スインジャ

スインヤ
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《形容名詞述語・名詞述語》 

静か（だ） 綺麗（だ） 学生（だ）

終

止

類

断定非過去 シズカヤ ケッコナ ガクセーヤ

断定過去 シズカヤッタ ケッコナヤッタ

ケッコナカッタ

ガクセーヤッタ

推量 シズカヤロ ケッコナヤロ ガクセーヤロ

接

続

類

連体非過去 シズカナ ケッコナ 《ガクセーノ》

連体過去 シズカヤッタ ケッコナヤッタ

ケッコナカッタ

ガクセーヤッタ

中止 シズカデ

シズカヤッテ

ケッコデ

ケッコナヤッテ

ガクセーデ

ガクセーヤッテ

仮定 シズカヤッタラ

シズカナラ

ケッコナヤッタラ

ケッコナカッタラ

ガクセーヤッタラ

ガクセーナラ

派

生

類

否定 シズカデネー ケッコデネー ガクセーデネー

なる シズカンナル ケッコネナル ガクセーンナル

ガクセーネナル

副詞 シズカネ ケッコネ

丁寧 （欠） （欠） （欠）

のだ シズカナンジャ

シズカナンヤ

ケッコナンジャ

ケッコナンヤ

ガクセーナンジャ

ガクセーナンヤ

1. 動詞の活用の特徴 

(1) 活用型と語類の対応 

規則的な活用型には基幹多段型（以下「多段型」）

と基幹一段型（以下「一段型」）がある。多段型には

a 類（「書く」・「居る」・「死ぬ」類）動詞、一段型に

は b 類（「見る」・「起きる」・「開ける」類）動詞が所

属する。多段型の基幹にはア・イ・ウ・エ・オ段の

5 形、および、音便形がある。ea が 1 音節にまとま

り二重母音 [e̯a] を生じることもある。カク（書く）

の場合、カカ-ン（kak･a-N）、カキ-タイ（kak･i-tai）、

カク（kak･u）、 カケ（kak･e）、カコ（kak･o）、カイ

-タ（kai-ta）、カケァ（kak･e̯a）など。また、語幹末

子音には、k（カ行）、ŋ（ガ行）、s（サ行）、t（タ行）、

b（バ行）、m（マ行）、r（ラ行）、w（ワ行）がある。

語例は、表「多段型動詞の基幹音便形」を参照。語

幹末子音が n（ナ行）の動詞は確認されていない（「死

ぬ」は siŋ･u であり語幹末子音が ŋ に転じている）。

一段型には、ミ-ル（mi-ru）、オキ-ル（oki-ru）など

基幹がイ段の動詞と、ネ-ル（ne-ru）、アケ-ル（ake-ru） 

など基幹がエ段の動詞がある。

主要な不規則動詞にはクル（来る）とシル（為る）

がある。ともに一段型に近い活用をするが、クルは、

キ-タ（k･i-ta）、ク-ル（k･u-ru）、コ-ン（k･o-N）な

どのように、基幹が「キ」「ク」「コ」の 3 段にわた

る。シルは、サ-レル（s･a-reru）、シ-ル（s･i-ru）、セ

-ン（s･e-N）などのように、基幹が「サ」「シ」「セ」

の 3 段にわたる。さらに、ショ（s･jo）のように融

合によりオ段の拗音となることもある。

一段型動詞と「クル」「シル」では r 語幹化（いわ

ゆるラ行五段化）が発生している。命令形ミレ

（mi-re）、意志・勧誘形ミロ（mi-ro）、使役形ミラス

（mi-rasu）は mir-e, mir-o, mir-asu のように子音語幹

mir-を取り出し得る語形である。否定形や過去形に

は r 語幹化が及んでいない。

クーまたはフー（食う）は多段型とほぼ同じ活用

をするが、語頭子音の交替（k/ɸ ~ ff）が生じる点で

不規則な動詞である。また基幹音便形も不規則であ

る（例えば過去形が×クータではなくクタ）。

（２） 各活用形の特徴 

〈断定非過去形〉 

断定非過去形は連体非過去形と同形で、多段型動
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詞はウ段基幹、一段型動詞は基幹＋ル、「来る」はウ

段基幹＋ル、「する」はイ段基幹＋ルとなる。

断定非過去形はそれ単体で用いられるより何ら

かのモダリティ表現を伴うことが多く、例えばよく

終助詞「ワ」と共起し、概略、話し手がその場で認

識したことを表す（野間（2011）で記述されるよう

な大阪方言の「ワ」と近い）。動詞の末尾音節に応じ

て、断定非過去形＋ワ全体として大きく語形を変え

るため、表にまとめて示しておく。

断定非過去形＋終助詞「ワ」 

動詞末 語例 ＋ワ

ク

ク゚

ス

ツ

ブ

ム

ル

ウ

書く

脱ぐ

出す

待つ

呼ぶ

飲む

切る

買う

カッファ

ヌンワ

ダスワ

マツワ

ヨッヴァ

ノンヴァ

キッヴァ

カウワ

[kaffa]
[nuũwa]
[dasuwa]
[matsuwa]
[jovva]
[noɱɱa]
[kivva]
[kauwa]

・ワレ イマ ドコ イク。（お前は今からどこ

へ行くの。）※知り合いに出会った時の挨拶

表現

・ナンカ゚ アッテモ イッファ。（何があっても

行くよ。）

・ホベッタニ ホクロカ゚ アルナ。（頬に黒子が

あるね。）

〈断定過去形〉 

断定過去形は連体過去形と同形で、多段型動詞の

基幹音便形、一段型動詞の基幹、「来る」「する」の

イ段基幹に「タ」を付した形となる。ただし語幹末

子音が ŋ, b, m であれば-タは-ダになる。

オチル（落ちる）の過去形はチが促音化して「オ

ッタ」となる。

・メーネ ムッシャ ハイッタ。（目に虫が入っ

た。）

・コーズイネ ハッシャ オッタゾ。（洪水で橋

が落ちたぞ。）

〈命令形〉 

多段型動詞はエ段基幹（「カケ」）、一段型動詞は

基幹単体または基幹に「レ」を付けた形（「ミレ」）

となる。基幹が 1 モーラの場合長音を伴い得る（「ミ

ー」）。

一段型動詞ッケル（くれる）は例外的に基幹「ッ

ケ」単体またはこれに「ダ」を付けた形（「ッケダ」）

が命令形となる。またクンサル（くださる）も命令

形は不規則な語形（「クンサイ」）である。「食う」の

命令形は「ッフェ」、「来る」は「コイ」、「する」は

「セ（ー）」となる。

・モー オケイヤ。（もうやめろよ。）

・バインコ゚ ｛イレレ／イレ｝マ。（薪を入れろ。）

※バイン：薪

・カオサ ミレァ アマネ デー アマネ デ

ーッテ。（顔さえ見れば「海女漁に出ろ」「海

女漁に出ろ」と。）

・ホレ｛ミシテッケ／ミシテッケダ｝。（それを

見せてくれ。）

・ココネ ナーオ カイテクンサイ。（ここに名

前を書いてください。）

・ハヨ セマ。（早くしろ。）

〈禁止形〉 

非過去形に「ナ」を付ける。語幹末子音が ŋ, b, m
の多段型動詞と一段型動詞と「来る」「する」（非過

去形がク゚、ブ、ム、ルに終わる動詞）はク゚、ブ、ム、

ルが撥音化する。

・サケ ノンナイヤ。（酒を飲むなよ。）

・バインコ゚ イレンナ。（薪を入れるな。）

〈意志形・勧誘形〉 

多段型動詞はオ段基幹（「カコ」）、一段型動詞は

基幹に「ロ」を付けた形（「ミロ」）、「食う」は「ッ

フォ」、「来る」は「コ（ー）」、「する」は「ショ（ー）」

または「シロ」となる。

・イッショネ イコ。（一緒に行こう。）

・ヘンマママ クテカラ デロサ。（昼ご飯を食

べてから出ようよ。）

・アシタモ ｛コ／コー｝サ。（明日も来ようよ。）

・イッショネ ｛ショ／ショー｝サ。（一緒にし

ようよ。）

終助詞「サ」と共起した場合は勧誘の解釈のみ可

能となる。

〈推量形〉 

推量形は非過去形に「ヤロ」を続けた形である。

ただしク゚、ブ、ムに終わる非過去形の場合は語末音

節が撥音化し「ザロ」が付いた形、ク、ス、ツ、ル

に終わる非過去形の場合は動詞末が促音化しそれぞ

れに「サロ」または「キャロ」、「サロ」、「ツァロ」、
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「ダロ」が付いた形となる。ちなみにンに終わる否

定形には「ジャロ」が続く。

非過去形・否定形＋「ヤロ」 

動詞末 語例 ＋ヤロ

ク

ク゚

ス

ツ

ブ

ム

ル

ウ

ン

書く

脱ぐ

出す

待つ

呼ぶ

飲む

切る

買う

来ん

カッサロ

カッキャロ

ヌンザロ

ダッサロ

マッツァロ

ヨンザロ

ノンザロ

キッダロ

カウヤロ

コンジャロ

・オババ アシタ ウチネ オッダロカ。（おば

あさん、明日家に居るだろうか。）

・アシタ ハレッダロカナ。（明日は晴れるだろ

うな。）

・ガンジョ ヤッタラ ヨロコンザロナ。（ウニ

をあげたら喜ぶだろうな。）

非過去形がクに終わる動詞は 2 つの推量形（「～

サロ」と「～キャロ」）を併用する。ただしどちらか

1 つの語形しか許容しない動詞も一部ある。

・イマ ミクニ ｛イッサロ／×イッキャロ｝

カ。（今から三国へ行くだろうか。）

・｛×クダッサロ／クダッキャロ｝カ。（砕くだ

ろうか。）

〈連体非過去形〉 

上述のとおり、断定非過去形と同形である。

・ドヤッテ シトッダ イク ツモッダ。（どう

やって一人で行くつもりだ。） 

〈連体過去形〉 

上述のとおり、断定過去形と同形である。

・ネッツォ ダシタ コネ クスッド ノマシ

タ。（熱を出した子に薬を飲ませた。）

〈中止形〉 

多段型動詞の基幹音便形、一段型動詞の基幹、「来

る」「する」のイ段基幹に「テ」を付した形となる。

語幹末子音が ŋ, b, m であれば-テは-デになる。過去

形の-タ（-ダ）を-テ（-デ）に置き換えた形に等しい。

・チョッコリ タオレテ ヤスメイヤ。（少し横

になって休めよ。）

・イケコトイケコト モロテ オーキニノ。（こ

んなにたくさんもらってありがとうござい

ますね。）

〈仮定形〉 

仮定形には 2 つの形がある。1 つ目は、多段型動

詞の基幹音便形、一段型動詞の基幹、「来る」「する」

のイ段基幹に「タラ（ダラ）」を後接させた形である。

予測的条件文、事実的条件文、過去の反復習慣を表

す場合に広く用いられる。

・イマカラ テカ゚ミオ ｛カイタラ／カケァ｝ 

アシタ トドッファ。（今から手紙を書けば

明日届くよ。）〈予測的条件（後件：断定）〉

・ママ クタラ ハーオ ミカ゚カナ アカンゾ。

（ご飯を食べたら歯を磨かなければいけな

いぞ。）〈予測的条件（後件：義務）〉

・テカ゚ミ ダシタラ スンネ ヘンジ キタワ。

（手紙を出したらすぐに返事が来た。）

・ムカシャ アノウチ ｛イッタラ／イクトト｝ 

イツモ アメ ッケタワ。（昔はあの家に行

くといつも飴をくれた。）※イクトト：非過

去形＋「トト」は反復習慣を表す条件表現

2 つ目は、多段型動詞の e̯a 段基幹（「カケァ」）、

および、一段型動詞の基幹、「来る」のウ段基幹、「す

る」のイ段基幹にレァ [re̯a] を後接させた形（「ミレ

ァ」）である。話者によりまた発話により「ァ」を除

いた形（多段型動詞のエ段基幹（「カケ」）、一段型動

詞の基幹、「来る」のウ段基幹、「する」のイ段基幹

にレを後接させた形（「ミレ」））にも実現するが、こ

の形を内省では許容しない話者もいる。なお語幹末

子音が w の場合、その直前の母音が u かそれ以外か

に応じて語形が異なる。ユー（ju(w)･u）（言う）の

ように語幹末の母音が u であれば上記の規則通りユ

ウェァ（juw･e̯a）となるがカウ（ka(w)･u）（買う）

の仮定形はカヤ（ka･ja）である。語幹末子音 w が脱

落している上に e̯a から転じた ja が後接する。予測

的条件文（後件に命令・意志・義務等のモダリティ

表現を含まないもの）、反事実的条件文、恒常的条件

文で広く用いられる。

・カイテッケレ イーンジャモ。（書いてくれれ

ば良いんだもの。）

・コレサエ カヤ アンシンヤ。（これさえ買え

ば安心だ。）

・モット ハヨ クレァ マニ オータノニナ。
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（もっと早く来れば間に合ったのにね。）

・ダレデモ トッショ トレァ チョッシャ 

ワルナッヴァナ。（誰でも年を取れば体調が悪

くなるよね。）

2 つ目の仮定形＋イカッタ（良かった）は母音の

脱落（～レァ イカッタ → ～レカッタ）を生じ形態

的に融合し、後悔の意を表す形式となる。多段型動

詞のエ段基幹に「カッタ」、一段型動詞の基幹、「来

る」のウ段基幹、「する」のイ段基幹に「レカッタ」

を付けた形と分析することもできる。

・コンナ アタマ イーカッタンナラナ コー

コー イケカッタワイヤ。（こんなに頭が良

かったのならね、高校に行けば良かったよ。）

〈否定形〉 

多段型動詞のア段基幹、一段型動詞の基幹、「来

る」のオ段基幹、「する」のエ段基幹に「ン」を接続

させて作る。

ただしシル（知る）の否定形では基幹が「ッサ」

に交替する。アル（ある）の否定形には形容詞ネー

（無い）が語彙的に補充される。

否定形は以下のように活用する。

非過去形 カカン

過去形 カカナンダ

中止形 カカナンデ

仮定形 カカネァ、カカナ

カカナンダラ

・アメカ゚ フランサケ ハカ゚ シッナベテモタ。

（雨が降らないから葉が萎れてしまった。）

・ンダ ッサンカ゚。（私は知らないよ。）

・ダレモ コナンデ ミセ シメタンジャ。（誰

も来なくて店を閉めたんだ。）

・ハヨ シタク セナ シカ゚ ッフェッド。（早

く準備しなければ日が暮れるぞ。）

仮定形「～ナ」＋「アカン」「ナラン」は義務・

必要の意味を表す。「ナラン」が後続する場合仮定形

末尾のナは撥音化する。

・ッフォンネノ クサオ カラナ アカンカ゚。

（畦の草を刈らなければならない。）

・ッフォンネノ クサオ カラン ナランカ゚。

（畦の草を刈らなければならない。）

〈丁寧形〉 

この方言には丁寧形を作る生産的な文法形式が

ない。

〈使役形〉 

多段型動詞のア段基幹に「ス」、一段型動詞の基

幹と「来る」のオ段基幹には「ラス」、「する」のア

段基幹に「ス」を続ける。ほぼ多段型動詞と同様の

活用をするが否定形が「～セン」も併用する点は不

規則的である。

使役形は以下のように活用する。

非過去形 カカス

過去形  カカシタ

命令形  カカセ

禁止形  カカスナ

意志形  カカソ

仮定形  カカセァ、カカシタラ

否定形  カカサン、カカセン

・トッショッド イスネ ネマラシタ。（年寄り

を椅子に座らせた。）※ネマル：座る

・ウチマデ モッテコラソサ。（家まで持って来

させようよ。）

・ンダラモ タベラサレタンヤッテ。（私たちも

食べさせられたんだって。）

〈受身形〉 

多段型動詞と「する」のア段基幹に「レル」、一

段型動詞の基幹と「来る」のオ段基幹には「ラレル」

を続ける。受身形自体は一段型動詞と同様の活用を

する。

・エンメネ ッファイツカレタ。（犬に咬みつか

れた。）

・バイネ ケッツォ カチマワサレタ。（棒で尻

を叩かれた。）

〈可能形〉 

可能形は受身形と同形である。ただし「する」に

限りデキル（出来る）が語彙的に補充される。いわ

ゆる能力可能と状況可能の形式上の区別はない。

・マダ ッファレルノネ モッタイネー。（まだ

食べられるのにもったいない。）

・サブテ イノカレンカ゚。（寒くて動けないよ。）

・モット チカラオ ダサレレァ イーケドナ

ー。（もっと力を出せればいいけどな。）

〈尊敬形〉 

この方言には、クンサル「くださる」といった語

彙的な尊敬動詞がいくつかあるが、尊敬形を作る生
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産的な文法形式はない。

〈継続形〉 

多段型動詞の基幹音便形、一段型動詞の基幹、「来

る」「する」のイ段基幹に「トル」を付した形となる。

ただし語幹末子音が ŋ, b, m であれば-トルは-ドルに

有声化する。継続形自体は多段型動詞と同様の活用

をする。動作継続（進行）と結果継続ともにこの形

式で表す。

・カゼカ゚ フイテ ゴンカ゚ モートッヴァ。（風

が吹いてゴミが舞っている。）

・マドカ゚ アイトッヴァ。（窓が開いている。）

・ココネ スワッテ マットレイヤ。（ここに座

って待っていろよ。）

〈希望形〉 

多段型動詞及び「来る」「する」のイ段基幹、一

段型動詞の基幹に「タイ」が付いた形となる。語幹

末子音が k であれば基幹音便形に「タイ」が付いた

形も併用される（ただしこの語形を許容しない話者

もいる）。語幹末子音が ŋ, b, m であれば基幹末が撥

音化しかつ語幹末子音が b である場合-タイが-ダイ

に有声化する。希望形自体は形容詞と同様の活用を

する。タイ（ダイ）は母音が融合しテー（デー）と

なることもある。

希望形 

動詞末 語例 希望形

ク

ク゚

ス

ツ

ブ

ム

ル

ウ

書く

脱ぐ

出す

待つ

呼ぶ

飲む

切る

買う

カキタイ、カイタイ

ヌキ゚タイ、ヌンタイ

ダシタイ

マチタイ

ヨンダイ

ノンタイ

キッタイ

カイタイ

・ナンコ゚ クイタイ。（何が食べたい？）

・テレビ ミトッドリ ホンコ゚ ヨンテーワ。

（テレビを見ているより本を読みたいよ。）

・コレワ フイトネーワ。（これは食べたくない

よ。）

〈のだ形〉 

各種活用形に「ンジャ」または「ンヤ」が付いた

形である。ただし「～ン」に終わる否定形に対して

は「ノヤ」が付く。

・モッコモッチャ ミミズ クーンジャナ。（モ

グラはミミズを食べるんだな。）

・シュージ ナロートト ミキ゚ニ ナルンジャ。

（習字を習うと右利きになるんだ。）

・アントコトバニワ シャベランノヤ。（安島方

言では喋らないんだ。）

・ナンモナンモ デキンノヤモ ハンデカカリ

ンタナ。（なんにもできないんだもの、あん

ぽんたんみたいだ。）※ハンデカカリ：（物が）

壊れかけの、（人が）頼りにならない

ちなみに非過去形＋「ンジャッタ」は直前相の意

を表すアスペクト表現となる。

・モー チョッコリデ ウミネ オチルンジャ

ッタ。（もう少しで海に落ちるところだった。）

２．形容詞・形容名詞述語・名詞述語の活用の特徴 

【形容詞】 

形容詞の規則的な活用型は一つである。語幹末母

音が a である場合、一部の活用形には交替語幹が用

いられる。アカイ（赤い）を例に挙げると、語幹「ア

カ」は中止形、否定形、なる形で「アコ」に交替す

る。また過去形では語幹「アケ」に交替し得る。ヨ

ワイ（弱い）などワで終わる語幹は中止形、否定形、

なる形で「ヨー」に交替する。

語幹が 1 モーラの形容詞はそれぞれに不規則な語

幹の交替を呈する。例えばネー（無い）には 6 種（ネ、

ネー、ナ、ノー、ノ、ナサ）、スイ（酸っぱい）には

3 種（ス、スー、スイ）の語幹を認められる。

〈断定非過去形〉 

断定非過去形は連体非過去形と同形で、語幹に

「イ」を後接させる。語幹末母音が a である場合、

母音の融合が生じ得る（イカイ→イケーなど）。母音

融合の生じやすさには語ごとに差があるようだが詳

細は未詳である（音環境や使用頻度が関わるか）。ネ

ー（無い）については特に融合しやすくナイよりも

ネーが普通。

・カタモ イテーシ コシモ イテー。（肩も痛

いし腰も痛い。）

・ワレァ セーカ゚ タカイナ。（お前は背が高い

な。）

〈断定過去形〉 

断定過去形は連体過去形と同形で、語幹に「カッ

タ」を後接させる。ただしイカイ（大きい）、イタイ
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（痛い）、エライ（偉い）のように語幹末母音が a

でかつその直前の音節がイかエである場合、語幹末

母音が eに交替する（「イケ」「イテ」等）。直前の音

節がイやエでない場合も e に交替し得るが、この場

合のアケカッタ（赤かった）等は幼児語となる。

ネー（無い）は「ネカッタ」、「ナカッタ」または

「ネーカッタ」と複数の語幹を併用する。

・シンチ イクノカ゚ オトロシカッタナ。（便所

へ行くのが恐ろしかったな。）

・チカラッペ｛イテカッタ／イタカッタ｝ゾ。

（すごく痛かったぞ。）

〈推量形〉 

推量形は動詞と同様に非過去形に「ヤロ」が付い

た形である。

・アイノカゼカ゚ フケァ サブイヤロ。（北風が

吹けば寒いだろう。）

・ドー シレァ イーヤロカ。（どうすれば良い

だろうか。）

〈連体非過去形〉 

上述のとおり、断定非過去形と同形である。

・ワルイ コト シタラ ヤイト ッセッド。

（悪いことをしたらお灸を据えるぞ。）

〈連体過去形〉 

上述のとおり、断定過去形と同形である。

〈中止形〉 

中止形には2つの形がある。1つめは、語幹に「テ」

が続いた形である。ただし語幹末母音が a であれば

その語幹末母音が o に交替する。1 モーラの語幹に

「テ」は付かない。ネー（無い）の中止形は「ノー

テ」、スイ（酸い）は「スーテ」、またイー（良い）

は「ヨーテ」となるように必ず長音を伴う語幹に「テ」

が後接する。

・キョーワ アツテ ドモナラン。（今日は暑く

てどうしようもない。）

・クロテ ナンモ ンメンカ゚。（暗くて何も見え

ないよ。）

・ッチョテ ンメンカ゚。（小さくて見えないよ。）

※ッチャイ：小さい

2 つめは、語幹に「カッテ」が続いた形である。

このカッテ形は過去における状態・属性を表し、現

在における状態・属性は表せない。

・ンカシャ セー ｛タコテ／タカカッテ｝ フ

トットッタ。（昔は背が高くて太っていた。）

・セー ｛タコテ／×タカカッテ｝ フトット

ル。（背が高くて太っている。）

〈仮定形〉 

語幹に「ケレァ」を後接させた形と「カッタラ」

を後接させた形の 2種類ある。これらに加えてネー

（無い）には語幹に「ケネァ」が続いた形もあり、

文全体として必要・忠告の意を表す場合、「～ケネァ」

のみが適格になる。

・アト トバカリ ワカケレァ イカッタナー。

（あと 10歳ほど若ければ良かったな。）

・ジェーキンドマ ｛ナケレァ／ナケネァ｝ イ

ーノニナ。（税金なんてなければ良いのにね。）

・ジェンカ゚ ｛×ナケレァ／ナケネァ｝ クテ

カレンカ゚ナー。（お金がなければ食べていけ

ないよね。）

・モット エカ゚ ンマカッタラ ヨカッタノニ。

（もっと絵が上手かったら良かったのに。）

〈否定形〉 

語幹に「ネー」または「ナイ」が続いた形である。

語幹末母音が a であればその語幹末母音が o に交替

する。中止形と同様に、語幹は必ず 2モーラ以上の

長さを有する。否定形はネー（無い）と同様の活用

をする。

・アノ ボーメァ ヨー ツンナ ンモネーン

ジャナー。（あの男の子は魚を釣るのがうま

くないんだな。）

・カンナリニ オトロシナイケド ジシンワ 

オトロシーナー。（雷は恐ろしくないが地震

は恐ろしいな。）

〈なる形〉 

語幹（語幹末母音 a は o に交替）に「ナル」が続

いた形である。なる形は動詞「なる」と同様の活用

をする。

・ゴニンモ ロクニンモ ウンダラ シトリン

ベ エロナッダロ。（五人も六人も産んだら

一人ぐらい偉くなるだろう。）

・カンノケァ ナコ゚ナッテ アツッファシナー。

（髪が長くなって暑苦しいな。）

ネー（無い）とイー（良い）のなる形では 2種類

の語幹が併用される。

・シナモンカ゚ ｛ノーナル／ノナル｝。（品物が
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なくなる。）

・シツカ゚ ｛ヨーナル／ヨナル｝。（質が良くな

る。）

〈副詞形〉 

語幹単独（語幹末母音 a は o に交替）で副詞形と

なる。ただしンマイ（上手い）の副詞形は「ンマク」

となる。

・カンノケオ モット ミッコ キットケマ。

（髪をもっと短く切っておけ。）※ミッカ

イ：短い

・ホンネ フコ クク゚ランワイヤ。（そんなに深

く潜らないよ。）

・ンマク イッタ。（上手く行った。）

〈様態形〉 

語幹に接辞「ソ（ー）」が付きさらに「ヤ」が続

いた形である。ただしイカイ（大きい）、イタイ（痛

い）、エライ（偉い）のように語幹末母音が aでかつ

その直前の音節がイかエである場合、語幹末母音が

e に交替し得る。ネー（無い）やスイ（酸っぱい）

の様態形は不規則でそれぞれ「ナサソ（ー）ヤ」「ス

イソ（ー）ヤ」。様態形自体は形容名詞と同様の活用

をする（名詞述語型とナ付加型（後述）の活用を併

用する）。

・トケ゚カ゚ ササッテ イテソヤナ。（棘が刺さっ

て痛そうだな。）

・ンマソナ ゴッツォヤナ。（うまそうなご馳走

だな。）

〈丁寧形〉 

この方言には丁寧形を作る生産的な文法形式が

ない。

〈のだ形〉 

非過去形に「ンジャ」または「ンヤ」が付いた形

である。

・ンダ キョーワ ハラアンバイカ゚ ワルイン

ジャ。（私は今日はお腹の調子が悪いんだ。）

【形容名詞述語・名詞述語】 

形容名詞には断定非過去形が「ヤ」で終わる活用

（以下「名詞述語型」）と「ナ」で終わる活用（以下

「ナ付加型」）の 2種類の活用型がある。ほとんどの

形容名詞が名詞述語型の活用を有し、一部の語がナ

付加型を併用する。現在のところ、名詞述語型の活

用が許容されないナ付加型専用の形容名詞はケッコ

（綺麗）1語しか確認されていない。

〈断定非過去形〉 

断定非過去形は、名詞述語型の形容名詞と名詞に

「ヤ」、ナ付加型の形容名詞に「ナ」を付す。形容名

詞・名詞の末尾音節と「ヤ」は以下の表のように融

合することがある（融合は必須ではない）。

なお例外としてナン（何）には「ジャ」を付す。

形容名詞・名詞＋「ヤ」 

名詞末 語例 ＋ヤ

キ

シ･ジ

ス･ズ

チ

ツ

ニ

ビ

リ･ル

柿

寿司・筋

烏・水

餅

何時

三国

指

鳥・樽

カッキャ

スッシャ／スッジャ

カラッサ／ミッザ

モッチャ

イッツァ

ミクンニャ

ユッビャ

トッダ／タッダ

・ココタッダ シズカヤナー。（このあたりは静

かだな。）※ココタリ：このあたり

・コンダケンベ カンタンヤカ゚。（これぐらい簡

単じゃないか。）※ンベ：ぐらい

・アコノ バーワ ケッコナ ッサカ゚ヤナ。（あ

そこのおばあさんは綺麗な白髪だね。）

・マツッダサケ ヤタインベ デトッダロケ゚。

（祭りだから屋台ぐらい出ているだろうよ。）

・ソリャ ナンジャ。（それは何だ。）

〈断定過去形〉 

断定過去形は連体過去形と同形で、名詞述語型の

形容名詞・名詞に「ヤッタ」、ナ付加型の形容名詞に

「ナヤッタ」か「ナカッタ」を続けた形となる。前

述の断定非過去形に準じた名詞末尾音節と「ヤ」の

融合が生じ得る。

・ウミ ハイルノカ゚ スッキャッタ。（海に入る

のが好きだった。）

・アレ イッツァッタイヤ。（あれはいつだった

っけ。）

・オンセンカ゚ オモイデヤッタワ。（温泉が気持

ち良かった。）

〈推量形〉 

名詞述語型の形容名詞・名詞に「ヤロ」、ナ付加

型の形容名詞に「ナヤロ」を付す。

・コリャ イッファヤロ。（これはいくらだろう。）
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・コレワ シカノ ツノヤロカ。（これは鹿の角

だろうか。）

〈連体非過去形〉 

名詞述語型の形容名詞の非過去形にのみ断定形

と連体形の区別がある。連体非過去形は、形容名詞

に「ナ」を付す。名詞には述語としての形はなく助

詞「ノ」を用いた表現となる。

・ダインナ モンコ゚ シモトケ。（大事なものは

仕舞っておけ。）※ダイジ：大事。連体非過

去形でジが撥音化する

・ケッコナ ミッゾ ツカワナ ショクチュー

ドッカ デッド。（清潔な水を使わないと食

中毒が出るぞ。）

・イマモ ドクシンノ ツレ。（今も独身である

友達。）

〈連体過去形〉 

上述のとおり、断定過去形と同形である。

〈中止形〉 

中止形は、形容名詞・名詞に「デ」を付す形と、

名詞述語型形容名詞・名詞に「ヤッテ」、ナ付加型形

容名詞に「ナヤッテ」を付す形と 2種類ある。この

うち「～ヤッテ」は過去における状態・事態を表す。

・ケッコナ コデ ケナルイワナ。（綺麗な子で

羨ましいよね。）

・エラソナヤッテ ジーオ キライヤッタンジ

ャ。（偉そうで〈＝偉そうにしていて〉おじ

いさんが嫌いだったんだ。）

・アレァ モトモト アントノモン｛ヤッテ／

デ｝ サッファ ヨメネ イッタンヤカ゚。（あ

の人は元々安島の人で崎浦へ嫁に行ったん

だよ。）※サッファ：崎浦（地名）

・ウチノ オババ アントノモン｛×ヤッテ／

デ｝ ズーット アントネ スンドッヴァ。

（うちのおばあさんは安島の人でずっと安

島に住んでいる。）

〈仮定形〉 

名詞述語型の形容名詞・名詞に「ヤッタラ」また

は「ナラ」を付す。ナ付加型の形容名詞には「ナヤ

ッタラ」または「ナカッタラ」を付す。

・ワッダヤッタラ ドー シル。（お前たちだっ

たらどうする。）

・イヤナラ ミントケァ イーンヤカ゚。（嫌なら

見ないでおけばいいんじゃないか。）

・ンダコノ コーモ モット ｛ケッコナカッ

タラ／ケッコナヤッタラ｝ イカッタノネ。

（我が家の子ももっと綺麗だったら良かっ

たのに。）

〈否定形〉 

形容名詞・名詞に「デ」を付しネー（無い）を続

ける形である。否定形自体はネー（無い）と同様の

活用をする。

・ナーモ イヤデネー。（全然嫌じゃない。）

・コレ ンダノ カサデネーカ゚。（これ私の傘じ

ゃないよ。）

〈なる形〉 

形容名詞・名詞に「ン」または「ネ」を付しナル

（なる）を続ける形である。ンに終わる形容名詞・

名詞には「ネ」を付すかまたは直接ナルを続ける。

なる形は動詞「なる」と同様の活用をする。

・トリン ナッタラ ソラオ トンタイワ。（鳥

になったら空を飛びたい。）

・アノコ ダイッサマネ ナッタンジャト。（あ

の子は大工になったんだそうだ。）

・マカ゚ンジョカ゚ ジェン ナッサケ。（バフンウ

ニがお金になるから。）

〈副詞形〉 

形容名詞に「ネ」を付す。

・アッショ ノバシテ ラクネ シテクンサイ。

（足を伸ばして楽にしてください。）

・ナエカ゚ ケッコネ ウエタルナ。（苗が綺麗に

植えてあるな。）

・モット ジョンネ デキンカ。（もっと上手に

できないか。）※ジョーズ：上手。ズが撥音

化した上に母音の短縮も生じている

〈丁寧形〉 

この方言には丁寧形を作る生産的な文法形式が

ない。

〈のだ形〉 

形容名詞・名詞に「ナンジャ」または「ナンヤ」

を付す。

・ンダコノ ヨメサンドマモ スキナンジャ。

（我が家の嫁さんなんかも好きなんだ。）
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